
(57)【要約】
【課題】縫合糸としての十分な柔軟性を持ち、抜糸工程が必要ない糸およびその製造方法
の提供。
【解決手段】生体内分解吸収性ポリマーを主成分とする引張弾性率と引張強度の比が３．
５以下、引張強度が３００～９００ＭＰａである糸および、生体内分解吸収性ポリマーか
らなる糸を形成した後、これを超臨界状態の二酸化炭素に接触させる糸の製造方法。
【選択図】　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
生 体 内 分 解 吸 収 性 ポ リ マ ー を 主 成 分 と す る 引 張 弾 性 率 と 引 張 強 度 の 比 が ３ ． ５ 以 下 、 引 張
強 度 が ３ ０ ０ ～ ９ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ で あ る 糸 。
【 請 求 項 ２ 】
生 体 内 分 解 吸 収 性 ポ リ マ ー が 炭 素 原 子 、 水 素 原 子 お よ び 酸 素 原 子 の み か ら な る ポ リ マ ー で
あ る 請 求 項 １ 記 載 の 糸 。
【 請 求 項 ３ 】
生 体 内 分 解 吸 収 性 ポ リ マ ー が ポ リ グ リ コ ー ル 酸 で あ る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 糸 。
【 請 求 項 ４ 】
生 体 内 分 解 吸 収 性 ポ リ マ ー よ り な る 糸 を 形 成 し た 後 、 こ れ を 超 臨 界 状 態 の 二 酸 化 炭 素 に 接
触 さ せ る 糸 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
生 体 内 分 解 吸 収 性 ポ リ マ ー が 、 ポ リ グ リ コ ー ル 酸 、 ポ リ 乳 酸 、 ポ リ ジ オ キ サ ノ ン 、 ポ リ ト
リ メ チ レ ン カ ー ボ ネ ー ト 、 ポ リ カ プ ロ ラ ク ト ン 、 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 ポ リ プ ロ ピ レ
ン グ リ コ ー ル ま た は こ れ ら の 共 重 合 体 を 主 成 分 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 糸 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ４ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 で 製 造 さ れ た 糸 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 糸 よ り な る 縫 合 糸 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 生 体 内 分 解 吸 収 性 ポ リ マ ー よ り な る 糸 、 縫 合 糸 、 お よ び そ の 製 造 方 法 に 関 す る
。 更 に 詳 し く は 、 柔 軟 性 と 脆 さ が 改 善 さ れ 、 取 扱 性 が 向 上 し た 糸 、 縫 合 糸 お よ び そ の 製 造
方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
手 術 用 縫 合 糸 は 古 く か ら 用 い ら れ て い る 医 療 用 具 の 一 つ で あ る が 、 近 年 で は 手 術 後 の 抜 糸
が 不 要 で あ る 生 体 内 分 解 吸 収 性 ポ リ マ ー を 用 い た 縫 合 糸 が 増 加 し て い る 。 生 体 内 分 解 吸 収
性 ポ リ マ ー と し て は ポ リ 乳 酸 や ポ リ グ リ コ ー ル 酸 な ど が 知 ら れ て い る が 、 こ れ ら は 硬 く て
脆 い と い う 性 質 を 有 し て お り 取 扱 性 が 困 難 で あ る 。 そ の た め 、 こ の 問 題 点 を 解 決 す る 手 段
が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ れ を 解 決 す る 手 段 と し て 、 例 え ば 糸 を 熱 処 理 す る こ と に よ り 糸 表 面 に 近 い 部 分 の 分 子 配
向 を 緩 和 さ せ 、 柔 軟 性 を 付 与 す る と と も に 結 節 強 度 を 向 上 さ せ る 方 法 が 提 案 さ れ て い る （
例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。 し か し な が ら 、 こ の 方 法 は 糸 を 構 成 す る ポ リ マ ー の 融 点 以 上
の 温 度 で 処 理 す る た め 、 処 理 時 間 と 温 度 を 厳 密 に 制 御 す る 必 要 が あ り 、 操 作 性 は 悪 か っ た
。 ま た 、 熱 処 理 の 代 わ り に 薬 剤 を 用 い た 化 学 的 方 法 に て 糸 の 表 面 付 近 の 分 子 配 向 を 緩 和 さ
せ る 方 法 も 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。 こ の 方 法 は 、 有 機 溶 媒 で 糸 表 面
を 処 理 す る た め 、 糸 を 構 成 す る ポ リ マ ー の 一 部 が 溶 け 出 し た り 、 ま た 糸 内 部 の 残 存 溶 媒 が
悪 影 響 を 及 ぼ す 懸 念 な ど が 危 惧 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 上 記 方 法 は 、 い ず れ も 糸 の 分 子 配 向 の 緩 和 に よ っ て 柔 軟 性 を 付 与 す る 方 法 で あ る た
め 、 原 理 的 に 必 ず 引 張 強 度 が 低 下 す る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
米 国 特 許 第 ５ ４ ５ １ ４ ６ １ 号 明 細 書
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 ２ 】
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特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ １ ２ ７ １ ４ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 の 目 的 は 、 糸 の 強 度 を 実 質 的 に 低 下 さ せ る こ と な く 、 柔 軟 性 を 付 与 し た 糸 を 提 供 す
る こ と に あ る 。 ま た 、 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 糸 の 強 度 を 実 質 的 に 低 下 さ せ る こ と な く 、 柔
軟 性 を 付 与 し た 糸 を 製 造 す る 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 以 下 の 通 り で あ る 。
１ ． 生 体 内 分 解 吸 収 性 ポ リ マ ー を 主 成 分 と す る 引 張 弾 性 率 と 引 張 強 度 の 比 が ３ ． ５ 以 下 、
引 張 強 度 が ３ ０ ０ ～ ９ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ で あ る 糸 。
２ ． 生 体 内 分 解 吸 収 性 ポ リ マ ー が 炭 素 原 子 、 水 素 原 子 お よ び 酸 素 原 子 の み か ら な る ポ リ マ
ー で あ る １ ． に 記 載 の 糸 。
３ ． 生 体 内 分 解 吸 収 性 ポ リ マ ー が ポ リ グ リ コ ー ル 酸 で あ る １ ． ま た は ２ ． に 記 載 の 糸 。
４ ． 生 体 内 分 解 吸 収 性 ポ リ マ ー よ り な る 糸 を 形 成 し た 後 、 こ れ を 超 臨 界 状 態 の 二 酸 化 炭 素
に 接 触 さ せ る 糸 の 製 造 方 法 。
５ ． 生 体 内 分 解 吸 収 性 ポ リ マ ー が 、 ポ リ グ リ コ ー ル 酸 、 ポ リ 乳 酸 、 ポ リ ジ オ キ サ ノ ン 、 ポ
リ ト リ メ チ レ ン カ ー ボ ネ ー ト 、 ポ リ カ プ ロ ラ ク ト ン 、 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 ポ リ プ ロ
ピ レ ン グ リ コ ー ル ま た は こ れ ら の 共 重 合 体 を 主 成 分 と す る ４ ． に 記 載 の 糸 の 製 造 方 法 。
６ ． ４ ． ～ ５ ． い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 で 製 造 さ れ た 糸 。
７ ． １ ． ～ ６ ． の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 糸 よ り な る 縫 合 糸 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 に つ い て 詳 述 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に お け る 糸 と は 、 短 繊 維 （ ｓ ｔ ａ ｐ ｌ ｅ ） 、 モ ノ フ ィ ラ メ ン ト 、 ま た は 多 数 の フ ィ
ラ メ ン ト か ら な る マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト の い ず れ も 含 有 す る が 、 取 扱 性 の 観 点 か ら マ ル チ フ
ィ ラ メ ン ト が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 に お け る 糸 は 、 生 体 内 分 解 吸 収 性 ポ リ マ ー よ り な る 。 生 体 内 分 解 吸 収 性 ポ リ マ ー と
は 生 体 内 で 加 水 分 解 さ れ て 吸 収 さ れ る 性 質 を 有 し 、 完 全 に 分 解 吸 収 さ れ る ま で に ２ 年 以 内
を 要 す る ポ リ マ ー を 指 す 。 さ ら に 具 体 的 に は 、 そ の 中 で も 炭 素 原 子 、 水 素 原 子 、 酸 素 原 子
の み か ら な る ポ リ マ ー で あ る こ と が 好 ま し い 。 さ ら に 具 体 的 に は ポ リ グ リ コ ー ル 酸 、 ポ リ
乳 酸 、 ポ リ ジ オ キ サ ノ ン 、 ポ リ ト リ メ チ レ ン カ ー ボ ネ ー ト 、 ポ リ カ プ ロ ラ ク ト ン 、 ポ リ エ
チ レ ン グ リ コ ー ル 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル ま た は こ れ ら の 共 重 合 体 を 主 成 分 と す る 合
成 ポ リ マ ー や 、 コ ラ ー ゲ ン 、 キ チ ン と い っ た 天 然 ポ リ マ ー が 挙 げ ら れ る が 、 こ の う ち 、 合
成 ポ リ マ ー が 好 ま し い 。 よ り 詳 細 に は ポ リ グ リ コ ー ル 酸 、 ポ リ 乳 酸 、 ポ リ ジ オ キ サ ノ ン 、
ポ リ ト リ メ チ レ ン カ ー ボ ネ ー ト 、 ポ リ カ プ ロ ラ ク ト ン 、 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 ポ リ プ
ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル ま た は こ れ ら の 共 重 合 体 を 主 成 分 と す る 合 成 ポ リ マ ー が よ り 好 ま し く
、 ポ リ グ リ コ ー ル 酸 を 主 成 分 と す る 合 成 ポ リ マ ー が 特 に 好 ま し い 。 ま た こ こ で 「 主 成 分 と
す る 」 と は ポ リ マ ー 全 体 の ７ ０ モ ル ％ 以 上 若 し く は ７ ０ 重 量 ％ 以 上 が 生 体 内 分 解 吸 収 性 ポ
リ マ ー ま た は こ れ ら の 共 重 合 体 か ら 構 成 さ れ て い る こ と 表 す 。 好 ま し く は ８ ０ モ ル ％ 以 上
若 し く は ８ ０ 重 量 ％ 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 に お け る 糸 は 、 ホ モ ポ リ マ ー 若 し く は コ ポ リ マ ー の い ず れ か か ら 選 ば れ る 単 一 の 構
成 か ら な る ポ リ マ ー よ り 形 成 さ れ て い て も 良 く 、 ま た 複 数 の 構 成 か ら な る ポ リ マ ー の 混 合
物 よ り 形 成 さ れ て い て も 良 い 。 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト の 場 合 は 、 各 フ ィ ラ メ ン ト の ポ リ マ ー
構 成 が 同 一 で あ っ て も 、 異 な っ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 に お い て 、 糸 の 形 成 方 法 は 従 来 公 知 の も の で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ ず 、 溶 融 紡 糸 法 や
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乾 式 紡 糸 法 、 湿 式 紡 糸 法 等 が 好 適 に あ げ ら れ る 。 ま た 、 か か る 糸 は 従 来 公 知 の 通 常 の 方 法
に よ っ て 例 え ば 延 伸 に よ り 強 度 改 善 さ れ た も の で あ っ て も 良 い し 、 未 延 伸 糸 で あ っ て も 良
い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 に お け る 製 造 方 法 に お い て は 、 か か る 生 体 内 分 解 吸 収 性 ポ リ マ ー よ り な る 糸 を 、 超
臨 界 状 態 の 二 酸 化 炭 素 に 接 触 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。 超 臨 界 状 態 の 二 酸 化 炭 素 に 接 触 さ
せ る こ と で 糸 の 柔 軟 性 が 向 上 す る 。 こ の 詳 細 な 原 因 は 現 在 詳 細 に 検 討 中 で あ る が 、 い ま だ
不 明 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
超 臨 界 状 態 と は 気 体 と 液 体 が 共 存 で き る 限 界 の 温 度 、 圧 力 を 超 え た 状 態 で あ り 、 二 酸 化 炭
素 の 場 合 温 度 ３ １ ． １ ℃ 、 圧 力 ７ ． ３ ８ Ｍ Ｐ ａ 以 上 で あ る 。 本 発 明 の 製 造 方 法 に お い て 超
臨 界 状 態 の 二 酸 化 炭 素 の 温 度 は 、 ３ ２ ℃ ～ ２ ０ ０ ℃ で あ る こ と が 好 ま し い 。 ３ ２ ℃ よ り 低
い と 超 臨 界 状 態 を 安 定 し て 維 持 す る こ と が 困 難 で あ り 好 ま し く な い 。 ま た 、 ２ ０ ０ ℃ よ り
高 い と 糸 が そ の 形 状 を 維 持 す る こ と が 困 難 で あ り 好 ま し く な い 。 よ り 好 ま し い 温 度 は 、 ３
５ ℃ ～ １ ０ ０ ℃ で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 に お け る 超 臨 界 状 態 の 二 酸 化 炭 素 の 圧 力 は 、 ７ ． ３ ８ Ｍ Ｐ ａ 以 上 で あ れ ば 特 に 限 定
さ れ な い が 、 装 置 の 安 全 上 や コ ス ト の 観 点 か ら 、 ４ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 下 が 好 ま し い 。 よ り 好 ま し
い 圧 力 は 、 ８ ～ ２ ０ Ｍ Ｐ ａ で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 超 臨 界 状 態 の 二 酸 化 炭 素 に 接 触 さ せ る 時 の 処 理 は オ ー ト ク レ ー ブ な ど の 温 度 調 節 機 能
の つ い た 密 閉 式 耐 圧 反 応 容 器 や 、 連 続 式 の 耐 圧 反 応 容 器 な ど を 好 適 に 用 い る こ と が で き る
。 具 体 的 な 操 作 方 法 の 一 例 は 以 下 の と お り で あ る 。 す な わ ち 耐 圧 反 応 容 器 に 生 体 内 分 解 吸
収 性 ポ リ マ ー よ り 形 成 し た 糸 を 入 れ て さ ら に 二 酸 化 炭 素 を 封 入 し 、 上 記 の 様 な 圧 力 、 温 度
に て 二 酸 化 炭 素 に 接 触 さ せ る 。 こ の と き バ ッ チ 式 で 行 う な ら ば 、 二 酸 化 炭 素 の 量 は 該 糸 に
対 し て ２ ～ １ ０ ０ ０ 重 量 倍 を 添 加 す る こ と が 好 ま し い 。 よ り 好 ま し く は ５ ～ ５ ０ ０ 重 量 倍
で あ る 。 ２ 重 量 倍 未 満 の 場 合 は 接 触 さ せ る 時 間 を 非 常 に 長 く す る 必 要 が あ り 、 １ ０ ０ ０ 重
量 倍 を 超 え る 場 合 に は 装 置 が 大 き く な る た め コ ス ト 高 と な り 好 ま し く な い 。 ま た 連 続 式 で
行 う 際 に は 二 酸 化 炭 素 を ０ ． １ ～ ２ ０ Ｌ ／ 分 の 流 量 で 行 う こ と が 好 ま し い 。 ま た 温 度 、 圧
力 を 上 昇 さ せ る 際 に は 先 に 温 度 を 上 昇 さ せ て 一 定 に な っ た 後 圧 力 を 上 昇 さ せ て も 良 い し 、
逆 に 圧 力 を 上 昇 さ せ て 一 定 に な っ た 後 温 度 を 上 昇 さ せ て も 良 い 。 ま た 、 温 度 と 圧 力 を 同 時
に 上 昇 さ せ て も 構 わ な い 。 ま た 糸 を 超 臨 界 状 態 の 二 酸 化 炭 素 に 接 触 さ せ る と き 、 温 度 と 圧
力 を 一 定 に 保 っ て も 良 い し 、 変 化 さ せ て も 良 い 。 本 発 明 に お い て 、 糸 を 超 臨 界 状 態 の 二 酸
化 炭 素 に 接 触 さ せ る 時 間 は 、 ５ 分 以 上 で あ る と そ の 柔 軟 性 が 向 上 す る 効 果 が 顕 著 に な り 好
ま し い 。 よ り 好 ま し い 接 触 時 間 は ３ ０ 分 以 上 で あ る 。 さ ら に 糸 と 超 臨 界 状 態 の 二 酸 化 炭 素
を 接 触 さ せ た 後 は 、 室 温 下 常 圧 状 態 に 戻 す こ と に よ っ て 超 臨 界 状 態 の 二 酸 化 炭 素 が 、 常 圧
室 温 の 気 体 と な り 耐 圧 容 器 か ら 除 去 す る こ と が で き る 。 常 圧 室 温 に 戻 す 方 法 に 特 に 限 定 は
な い が 、 通 常 は 以 下 の 方 法 を 好 ま し く あ げ る こ と が で き る 。 す な わ ち ま ず 圧 力 を 常 圧 ま で
降 下 さ せ る 。 す る と 、 放 圧 に 伴 っ て 温 度 が 低 下 す る た め 、 そ の 後 室 温 に 温 度 を 戻 す 際 の 時
間 を 短 縮 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
な お 、 本 発 明 に お い て は 、 例 え ば 上 記 の よ う な 製 造 方 法 に よ っ て 得 ら れ た 、 生 体 内 分 解 吸
収 性 ポ リ マ ー を 主 成 分 と す る 引 張 弾 性 率 と 引 張 強 度 の 比 （ 引 張 弾 性 率 ／ 引 張 強 度 ） が ３ ．
５ 以 下 、 引 張 強 度 が ３ ０ ０ ～ ９ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ で あ る 糸 も 好 ま し い 。 さ ら に は そ の 生 体 内 分 解
吸 収 性 ポ リ マ ー が 炭 素 原 子 、 水 素 原 子 、 酸 素 原 子 の み か ら な る ポ リ マ ー で あ る こ と が 好 ま
し い 。 さ ら に 該 生 体 内 分 解 吸 収 性 ポ リ マ ー が ポ リ グ リ コ ー ル 酸 で あ る こ と が よ り 好 ま し い
。 引 張 弾 性 率 と 引 張 強 度 の 比 は 好 ま し く は １ ． ５ ～ ３ ． ０ で あ り 、 よ り 好 ま し く は ２ ～ ２
． ８ で あ る 。 引 張 弾 性 率 と 引 張 強 度 の 比 が ３ ． ５ を 超 え る 場 合 は 、 柔 軟 性 に 乏 し く 好 ま し
く な い 。 ま た 引 張 強 度 は ５ ０ ０ ～ ９ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ が 好 ま し く 、 ５ ０ ０ ～ ７ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ が よ り
好 ま し い く 、 ５ ０ ０ ～ ６ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ が も っ と も 好 ま し い 。 。 引 張 強 度 が ３ ０ ０ ～ ９ ０ ０ Ｍ
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Ｐ ａ の 範 囲 外 で あ る と 、 糸 と し て 使 用 す る こ と が 困 難 で あ り 好 ま し く な い 。 ま た こ れ ら の
糸 は 縫 合 糸 と し て 用 い る こ と も 好 ま し い 。 縫 合 糸 の 用 途 は 手 術 用 が 好 ま し く 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 、 生 体 内 分 解 吸 収 性 ポ リ マ ー よ り な る 柔 軟 な 糸 を 提 供 す る 。 ま た 、 本 発 明 は 良 好
な 柔 軟 性 を 有 す る た め 縫 合 糸 と し て 好 ま し い 性 質 を 有 す る 。 ま た 生 体 内 分 解 吸 収 性 ポ リ マ
ー よ り な る 糸 な の で 、 手 術 に 使 用 し た 場 合 、 手 術 後 の 抜 糸 工 程 が 必 要 で な く な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 実 施 例 】
以 下 本 発 明 を 実 施 例 に よ り 説 明 す る が 、 本 発 明 は 、 こ れ ら の 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は
な い 。 な お 、 以 下 の 実 施 例 に お い て は 、 糸 と し て 糸 号 数 ２ （ Ｕ Ｓ Ｐ 規 格 ） の ポ リ グ リ コ ー
ル 酸 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト （ ボ ー メ ル 社 ， 商 品 名 「 シ ン セ ソ ー ブ 」 ） を 用 い た 。 各 サ ン プ ル
に つ い て 、 テ ン シ ロ ン （ オ リ エ ン テ ッ ク 製 Ｒ Ｔ Ｃ １ ２ ２ ５ Ａ ） を 用 い て 、 試 験 長 ２ ０ ｍ ｍ
、 引 張 速 度 １ ０ ｍ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ に て 引 張 強 度 、 引 張 弾 性 率 、 引 張 伸 度 、 結 節 強 度 を 求 め た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
［ 実 施 例 １ ］
糸 を ４ ０ ℃ 、 １ ５ Ｍ Ｐ ａ の 超 臨 界 状 態 の 二 酸 化 炭 素 に ４ 時 間 接 触 さ せ た 。 得 ら れ た 糸 に つ
い て 、 引 張 強 度 、 引 張 弾 性 率 、 引 張 伸 度 、 結 節 強 度 を 測 定 し た 。 得 ら れ た 結 果 を 表 １ に 示
す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
［ 実 施 例 ２ ］
４ ０ ℃ 、 １ ５ Ｍ Ｐ ａ の 超 臨 界 状 態 の 二 酸 化 炭 素 に 接 触 さ せ る 代 わ り に 、 ５ ０ ℃ 、 １ ５ Ｍ Ｐ
ａ の 超 臨 界 状 態 の 二 酸 化 炭 素 に 接 触 さ せ た 以 外 は 実 施 例 １ と 同 様 の 操 作 を 行 っ た 。 得 ら れ
た 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
［ 比 較 例 １ ］
何 も 処 理 を 行 わ な い 糸 に つ い て 、 引 張 強 度 、 引 張 弾 性 率 、 引 張 伸 度 、 結 節 強 度 を 測 定 し た
。 得 ら れ た 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
［ 比 較 例 ２ ］
超 臨 界 二 酸 化 炭 素 の 代 わ り に 、 空 気 中 で ４ ０ ℃ に ４ 時 間 保 持 し た 以 外 は 実 施 例 １ と 同 様 の
操 作 を 行 っ た 。 得 ら れ た 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 表 １ 】
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